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青年部沼田支部(林徳彰支部長)で新人研修を行いました。
本年の加入は一人で講習会後には、レクレーションを行い、先輩部員たちと親睦を深めました。
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大
階
三
所
支
牛
背
妹
、
日
六
十
月
一

。
た
し
ま
し
催
開
を
議
会
長
合
組
事

　

計
事
行
要
主
の
度
年
今
、
は
で
会
総

・
出
選
の
員
役
、
他
た
れ
さ
告
報
が
画

ん
さ
博
部
岡
に
長
会
、
れ
わ
行
が
選
互

ん
さ
士
拓
崎
山
に
長
会
副
、）
牛
背
妹
（

）
田
沼
（
ん
さ
宏
泰
島
田
、）
別
父
秩
（

合
組
事
農
回
一
第
の
後
の
そ
。
任
選
を

産
生
「
米
産
年
二
和
令
、
は
で
議
会
長

水
度
年
二
和
令
、
や
定
設
の
」
安
目
の

報
て
い
つ
に
ど
な
査
調
積
面
作
畑
・
稲

。
た
し
ま
れ
わ
行
が
告

　

表
別
は
長
合
組
事
農
の
度
年
二
和
令

。
す
で
り
通
の令和２年度　農事組合長会名簿

（敬称略）

地区名 農事名 氏　名 全　体

妹
　
背
　
牛

妹背牛南 岡 部　 博 会 　 長

妹背牛中央 菊入敏雄

妹背牛北 佐藤克美 監 　 事

秩
　
父
　
別

日 の 出 得能直浩

穂 栄 山崎拓士 副 会 長

北 新 辻　 元 樹

稲 豊 前田英樹 監 　 事

沼

　
　
　

田

沼田中部 田島泰宏 副 会 長

沼田西部 糸　 幸 哲 監 　 事

沼田東部西 高橋政輝

沼田東部東 渡辺大輔
妹背牛地区 会

総
会
長
合
組
事
農
・
議
会
長
合
組
事
農
回
一
第

沼田地区

秩父別地区
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～ THE YOUTH FACE～
　

仕
の
親
両
ら
か
ろ
こ
の
供
子

は
と
こ
ぐ
継
を
家
農
ら
か
時
当

別
父
秩
、
は
後
業
卒
校
高
、
で

。
職
就
で
外
町
れ
離
を

　

た
人
友
の
元
地
、
中
な
ん
そ

を
家
農
に
先
、
に
際
ぶ
遊
と
ち

に
事
仕
は
ら
か
人
友
だ
い
継

ま
い
て
い
聞
を
話
く
よ
て
い
つ

は
を
さ
し
難
や
さ
し
楽
の
業
農

と
こ
た
い
聞
に
的
観
客
て
め
じ

、
じ
感
に
的
力
魅
も
て
と
、
で

。
に
う
よ
る
す
を
識
意
に
々
徐

強
が
響
影
の
ち
た
人
友
な
ん
そ

の
家
実
、
時
の
歳
三
十
二
、
く

ま
し
意
決
を
と
こ
ぐ
継
を
家
農

。
た
し

　

扱
の
械
機
業
農
や
業
作
、
は
初
当
農
就

年
二
十
。
々
日
の
強
勉
が
て
全
、
ど
な
い

る
や
ば
れ
や
、
も
で
今
だ
ん
積
を
験
経
の

は
今
。
す
ま
じ
感
を
さ
し
難
さ
変
大
ど
ほ

営
、
り
な
に
う
よ
る
え
考
を
営
経
で
身
自

ス
に
幅
大
、
は
に
来
将
い
近
。
す
ま
い

。
す
で
み
悩
の
近
最
、
り
あ

　　

が
代
世
同
、
は
に
員
部
の
部
支
別
父
秩

あ
が
い
合
き
付
ら
か
ろ
こ
な
さ
小
、
く
多

あ
も
で
友
盟
、
り
あ
も
で
人
友
。
す
ま
り

は
動
活
の
で
部
年
青
る
す
有
共
と
ら
彼
る

と
部
年
青
・
家
農
。
す
で
い
し
楽
に
常
非

り
よ
昔
、
で
と
こ
る
す
に
共
を
楽
苦
て
し

。
た
し
ま
り

　

係
関
に
時
同
、
り
な
く
多
が
流
交
の
と
部

。
た
し
ま
え
増
が
り
が
繋
も
と
体
団
・
関
機

一
じ
通
を
会
み
飲
や
換
交
報
情
の
と
ら
彼

た
得
を
産
財
な
き
大
、
え
増
が
間
仲
に
気

後
期
繁
農
、
り
よ
に
な
。
た
し
ま
え
思
と

が
会
み
飲
の
と
達
間
仲
の
部
年
青
う
行
に

り
な
に
力
活
の
業
作
農
、
で
の
な
き
好
大

。
す
ま

　

へ
長
部
年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
、
は
年
今

家
な
た
新
に
家
藤
佐
に
ら
さ
、
と
任
就
の

業
農
に
上
以
で
ま
今
、
で
の
る
え
増
が
族

い
で
ん
組
り
取
で
力
全
も
動
活
部
年
青
も

。
す
ま
き

佐藤　宏樹さん
秩父別・稲豊農事

作付品目
水稲・小麦・大豆

青年部秩父別支部通常総会での様子 春作業に向けた除雪の様子

て
し
と
部
年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ

業
農
々
日

動
活
の
で
部
支
別
父
秩

青年部妹背牛支部開催の焼肉祭りにて秩父別支部の出店を紹介

に
ご
い
さ
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哲
村
戸
（
部
年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
て
に

を
会
総
常
通
回
七
十
第
、
は
）
長
部
也

〇
七
せ
わ
合
を
友
盟
、
賓
来
、
し
催
開

。
た
し
ま
り
な
と
席
出
る
え
超
を
名

　

た
れ
さ
力
尽
に
動
活
部
年
青
、
年
長

原
藤
、）
牛
背
妹
（
ん
さ
郎
一
慎
会
渡

さ
輝
政
橋
高
、）
別
父
秩
（
ん
さ
也
幹

、
し
彰
表
を
名
三
友
盟
の
）
田
沼
（
ん

。
た
し
ま
し
呈
贈
を
状
謝
感

　

秩
（ん
さ
輔
祐
島
真
に
長
議、
後
の
そ

上
。
行
進
を
事
議
、
し
任
選
を
）
別
父

し
ま
れ
さ
認
承
が
て
全
案
議
た
れ
さ
程

。
た

　

し
ざ
根
に
域
地
の
れ
ぞ
れ
そ
部
支
三

和
令
、
し
か
活
を
動
活
る
あ
の
徴
特
た

深
を
絆
「
は
標
目
動
活
点
重
の
度
年
二

げ
掲
と
」
う
よ
げ
広
を
輪
の
同
協
、
め

。
た
し
ま
れ
ら

　

次
は
員
役
新
た
れ
さ
任
選
、
度
年
今

。
す
で
り
通
の部

　
　

長　

藤
佐

　

樹
宏

）
別
父
秩
（

長
部
副

　

裏
日

　

二
健

）
牛
背
妹
（

長
部
副

　

林

　
　

彰
徳

沼
（
　

）
田

理
　
　

事　

井
石

　

士
裕

）
別
父
秩
（

理
　
　

事　

藤
神

　

志
武

）
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

田
黒

　

樹
直

沼
（
　

）
田

事
監
表
代

　

野
鵜

　

太
翔

沼
（
　

）
田

監
　
　

事　

坂
藤

　

志
雅

）
牛
背
妹
（

監
　
　

事　

村
戸

　

也
哲

）
別
父
秩
（

）
略
称
敬
（

令和２年度の新役員の皆さん

回
七
十
第

  

部
年
青
き
ぶ
い
北

  

会
総
常
通

議長を務めた真島祐輔さん（秩父別地区・日の出）

表彰を受けた３名の盟友（右から高橋政輝さん、渡会慎一郎さん、藤原幹也さん）
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真
山
部
我
（
部
性
女
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
て

開
を
会
総
常
通
回
二
十
第
は
）
長
部
美

り
な
と
席
出
る
え
超
を
名
〇
〇
一
。
催

。
た
し
ま

　

員
役
任
退
、
後
拶
挨
の
長
部
山
部
我

別
父
秩
（
ん
さ
美
明
岡
藤
て
し
と
彰
表

沼
（
ん
さ
恵
佐
美
辺
渡
と
）
豊
稲
・
区
地

感
へ
人
二
お
の
）
部
中
田
沼
・
区
地
田

、
後
の
そ
。
た
し
ま
れ
さ
呈
贈
が
状
謝

よ
長
合
組
田
篠
Ａ
Ｊ
、
は
で
辞
祝
賓
来

に
性
女
、
は
に
営
運
Ａ
Ｊ
の
後
今
「
り

れ
さ
話
、
と
」
い
た
き
頂
て
し
画
参
も

。
た
し
ま

　

北
・
区
地
別
父
秩
（
ん
さ
子
陽
田
植

。
行
進
を
事
議
、
め
務
を
長
議
が
）
新

号
五
第
ら
か
号
一
第
案
議
た
れ
さ
程
上

。
た
し
ま
け
受
を
認
承
く
な
り
滞
で
ま

　

選
に
た
新
り
よ
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は
員
役
た
れ
さ
任部　

長　

田
岡

　

恵
久

沼
（
　

）
田

長
部
副

　

え
な
か
村
田

）
牛
背
妹
（

長
部
副

　

美
真
山
部
我

）
別
父
秩
（

理　

事　

え
ず
こ
田
黒

沼
（
　

）
田

理　

事　

合
百
小
村
田

）
牛
背
妹
（

理　

事　

子
み
ゆ
野
桃

）
別
父
秩
（

監　

事　

地
畑

　
　

瞳

沼
（
　

）
田

監　

事　

田
川

　

美
章

）
牛
背
妹
（

監　

事　

井
向

　

代
昌

）
別
父
秩
（

参　

与　

原
栗

　

美
明

）
牛
背
妹
（

）
略
称
敬
（

開会にあたり女性部綱領を朗唱

回
二
十
第

令和２年度の新役員の皆さん

感謝状が贈られた藤岡明美さん（左）と渡辺美佐恵さん（右） 部
性
女
き
ぶ
い
北

 

会
総
常
通
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通
部
年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
回
七
十
第

う
い
と
長
部
が
私
、
て
い
お
に
会
総
常

。
た
し
ま
り
な
と
と
こ
る
か
預
を
役
大

　

務
を
務
職
な
栄
光
変
大
な
う
よ
の
こ

係
関
各
、
方
輩
先
諸
、
も
の
る
れ
ら
め

、
導
指
ご
の
方
様
皆
の
体
団
係
関、
関
機

感
に
様
皆
、
り
あ
で
げ
か
お
の
力
協
ご

借
お
を
場
の
こ
、
に
共
と
す
ま
し
致
謝

ま
げ
上
し
申
礼
御
く
厚
て
し
ま
し
致
り

。
す

　

の
先
春
、
と
す
ま
り
返
り
振
を
年
昨

よ
に
と
こ
だ
ん
進
が
雪
融
く
良
が
候
天

、
の
の
も
だ
ん
進
に
調
順
は
業
作
春
り

の
物
作
畑
く
な
少
が
量
雨
降
の
頃
月
六

と
雨
大
と
暑
猛
は
場
夏
、
れ
遅
が
育
生

。
た

　

に
柄
作
の
稲
水
る
あ
で
物
作
幹
基

数
指
況
作
で
知
空
北
、
は
て
い
お

良
は
り
よ
年
昨
、
り
な
と
」
五
〇
一
「

感
実
を
作
豊
の
ど
ほ
数
指
況
作
は
て
し

。
た
し
ま
り
な
と
果
結
い
な
き
で

　

昨
、
と
す
ま
み
て
け
向
を
目
に
政
農

今
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
・
Ｕ
Ｅ
日
に
日
一
月
二
年

効
発
が
定
協
易
貿
米
日
に
日
一
月
一
年

稲
水
る
あ
で
物
作
幹
基
。
た
し
ま
れ
さ

は
を
物
産
畜
、
の
の
も
る
れ
わ
思
と
の

多
は
て
し
関
に
目
作
の
他
の
そ
、
め
じ

れ
さ
念
懸
が
と
こ
る
け
受
を
響
影
な
大

。
す
ま
い
て

　

か
置
が
者
業
農
々
我
、
に
う
よ
の
こ

能
可
る
わ
変
に
激
急
は
境
環
る
い
て
れ

・
全
安
・
心
安
に
者
費
消
、
中
る
あ
が
性

る
す
給
供
定
安
を
物
産
畜
農
な
質
品
高

産
幹
基
る
え
支
を
会
社
域
地
、
に
共
と

多
つ
持
が
地
農
、
て
し
と
手
い
担
の
業

て
げ
繋
に
来
未
、
し
持
維
を
能
機
的
面

。
す
ま
え
考
と
だ
き
べ
く
い

　

動
活
織
組
の
部
年
青
も
に
め
た
の
そ

で
野
視
い
広
幅
、
め
広
を
流
交
じ
通
を

に
題
問
な
々
様
、
び
学
を
と
こ
の
く
多

域
地
、
い
養
を
力
る
き
で
応
対
に
軟
柔

農
の
本
日
、
道
海
北
は
に
ら
さ
、
業
農

。
ん

　

れ
さ
立
設
が
部
年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ

一
今
。
す
ま
り
お
て
し
過
経
が
年
七
十

取
に
り
作
織
組
い
良
り
よ
、
い
合
き
向

い
て
げ
繋
へ
部
年
青
の
来
未
、
み
組
り

。
す
ま
い
思
と
い
た
き

　

年
青
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
々
我
も
と
後
今

層
一
り
よ
、
て
し
ま
し
対
に
動
活
の
部

願
お
を
撻
鞭
ご
、
導
指
ご
ぬ
ら
わ
変
の

拶
挨
ご
の
任
就
、
て
し
ま
げ
上
し
申
い

。
す
ま
き
頂
て
せ
さ
と

　

。
す
ま
し
致
い
願
お
く
し
宜、
間
年
一

　

女
、
は
に
様
皆
員
合
組
、
り
よ
頃
日

と
解
理
ご
、
て
し
ま
し
対
に
動
活
部
性

し
申
礼
お
く
深
て
し
ま
り
賜
を
力
協
ご

。
す
ま
げ
上

　

き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
回
二
十
第
、
度
の
こ

部
、
て
し
ま
き
お
に
会
総
常
通
部
性
女

だ
た
い
て
せ
さ
め
務
を
役
大
う
い
と
長

員
役
の
代
歴
。
た
し
ま
り
な
と
と
こ
く

し
ひ
し
ひ
を
い
想
の
々
方
た
れ
ら
な
と

た
れ
ば
選
に
共
。
す
ま
り
お
て
じ
感
と

さ
め
務
間
年
一
て
せ
わ
あ
を
力
と
員
役

力
協
ご
の
様
皆
。
す
ま
き
だ
た
い
て
せ

て
し
力
努
と
も
の
導
指
ご
、
見
意
ご
と

し
致
い
願
お
く
し
宜
で
の
す
ま
り
い
ま

。
す
ま

　

の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
は
度
年
今

に
ス
ル
イ
ウ
ぬ
え
見
に
目
、
い
ま
し
て

け
受
を
響
影
も
て
い
お
に
活
生
の
様
皆

の
分
自
。
す
ま
れ
わ
思
と
と
こ
る
い
て

り
あ
も
と
こ
う
い
と
る
守
で
分
自
は
身

ち
打
に
態
事
の
こ
で
皆
族
家
、
が
す
ま

う
、
い
洗
手
り
よ
頃
日
、
に
め
た
つ
勝

か
ば
う
願
を
と
こ
る
す
息
終
く
早
。
う

。
す
で
り

　

部
、
も
て
し
ま
き
お
に
動
活
部
性
女

も
数
戸
家
農
ら
が
な
れ
わ
言
と
少
減
員

化
様
多
の
境
環
活
生
の
の
お
の
お
り
減

り
や
い
思
の
へ
人
、
が
す
ま
り
有
ど
な

を
心
上
向
て
し
そ
さ
し
楽
と
さ
し
優
と

発
に
標
目
を
動
活
な
う
よ
る
え
あ
じ
感

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て
し
信

　

感
定
安
不
も
件
条
象
気
、
勢
情
業
農

」
全
安
・
心
安
「、
が
ん
せ
ま
え
ぐ
ぬ
が

に
共
、
と
念
一
の
そ
る
け
届
を
物
作
の

性
女
、
る
き
で
が
業
農
ら
が
な
み
し
楽

も
で
し
少
に
り
く
づ
織
組
の
は
で
ら
な

い
ま
で
ん
励
に
う
よ
る
き
で
が
え
添
力

。
す
ま
り

　

は
を
Ａ
Ｊ
、
が
た
し
ま
り
な
に
後
最

援
支
ご
の
方
様
皆
の
関
機
係
関
各
め
じ

の
へ
動
活
部
性
女
、
り
賜
を
導
指
ご
と

こ
す
ま
け
だ
た
い
を
解
理
ご
る
な
ら
さ

、
て
し
ま
げ
上
し
申
い
願
お
に
切、
を
と

。
す
ま
き
頂
て
せ
さ
と
拶
挨
の
任
就

合
組
同
協
業
農
き
ぶ
い
北

部
年
青

　

長
部

樹

宏

藤

佐
拶
挨
任
就

合
組
同
協
業
農
き
ぶ
い
北

部
性
女

　

長
部

恵

久

田

岡
拶
挨
任
就

6



　

総
常
通
、
て
に
ゆ
＆
う
ゆ
泉
温
別
父
秩

。
た
し
ま
し
催
開
を
会

　

り
滞
は
事
議
、
後
拶
挨
長
合
組
森
山

し
ま
れ
さ
認
承
て
全
、
れ
さ
行
進
く
な

受
別
日
の
度
年
元
和
令
、
後
の
そ
。
た

返
り
振
に
も
と
と
過
経
象
気
を
量
数
入

産
生
の
度
年
次
は
ら
か
績
実
扱
取
、
り

し
定
設
と
円
万
〇
〇
〇
二
億
一
を
標
目

。
た
し
ま

　

森
山
、
や
し
に
）
株
（
て
し
と
）
方
た

樹
茂
田
宮
、
ん
さ
和
敏
水
谷
、
ん
さ
聡

し
と
賞
別
特
、
ん
さ
志
貴
西
宮
、
ん
さ

が
ん
さ
彦
智
守
北
、
ん
さ
樹
秀
島
真
て

対
励
奨
荷
出
た
ま
。
た
し
ま
れ
さ
彰
表

森
宮
、
ん
さ
典
孝
田
植
は
て
い
つ
に
策

れ
さ
成
達
が
ん
さ
聡
森
山
、
ん
さ
彰
康

。
た
し
ま

組 織 名 ブロッコリー
生 産 組 合

メ ロ ン
生 産 組 合

蔬 菜 類
生 産 組 合

シ シ ト ウ
生 産 組 合

事務局（支所） 秩 父 別 沼 田 秩 父 別 妹 背 牛

成

構

員

役

組 合 長 谷 水 敏 和
（沼　田）

松 永　 徹
（秩父別）

真 島 秀 樹
（秩父別）

杉 原 憲 行
（妹背牛）

副 組 合 長 宮 西 貴 志
（秩父別）

姜　 甲 晋
（沼　田）

広 田 和 行
（沼　田）

松 本 忠 夫
（妹背牛）

理 事

谷 口 修 一
（沼　田）

森　　 秀 夫
（秩父別）

西 谷　　 健
（秩父別）

平 泉 真 美
（沼　田）

監 事

山 森　　 聡
（秩父別）

堀　 直 美
（沼　田） 藤 村 和 直

（沼　田）
山 下 晴 治
（妹背牛）岡 嶋 栄 也

（沼　田）
辻　 則 行
（沼　田）

北いぶき花卉蔬菜振興協議会

令和2年度 北いぶき花卉蔬菜作物生産組合組織機構図

新たに選任された谷水組合長

 

会
総
常
通

（敬称略）

総会の様子。マイクを持たれているのは植田孝典さん
（秩父別地区・北新）
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メ
き
ぶ
い
北
、
日
六
十
月
二
十
年
昨

は
）
長
合
組
徹
永
松
（
合
組
産
生
ン
ロ

会
総
常
通
て
に
ゆ
＆
う
ゆ
泉
温
別
父
秩

。
た
し
ま
し
催
開
を

　

株
の
賓
来
、
後
拶
挨
の
長
合
組
永
松

場
市
の
ン
ロ
メ
産
き
ぶ
い
北
の
年
元
和

。
た
し
ま
き
頂
て

　

か
者
産
生
、
は
で
会
総
常
通
、
た
ま

事
玉
埼
た
し
問
訪
に
月
一
十
年
昨
、
ら

中
「
て
い
つ
に
携
連
の
後
今
の
と
所
業

と
」
き
べ
る
め
決
を
性
向
方
な
的
期
長

だ
う
ど
は
の
る
す
用
活
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
上

ま
し
出
び
飛
が
見
意
に
発
活
と
」
う
ろ

。
た
し

　

減
の
者
産
生
は
で
定
選
員
役
の
回
今

変
に
人
二
ら
か
人
三
を
数
事
理
ら
か
少

生
「
は
長
合
組
永
松
で
中
の
そ
、
し
更

で
合
組
産
生
そ
こ
ら
か
い
な
少
が
者
産

こ
る
す
重
尊
を
見
意
の
り
と
ひ
人
一
は

と
事
理
が
ん
さ
皆
、
で
の
る
き
で
が
と

と
」
い
た
き
頂
て
し
加
参
で
識
意
う
い

。
た
し
ま
り
語

　

島
真
（
合
組
産
生
類
菜
蔬
き
ぶ
い
北

産
生
薯
鈴
馬
・
瓜
南
と
）
長
合
組
樹
秀

年
昨
、
は
）
長
合
組
勉
木
荒
（
合
組

れ
さ
催
開
れ
ぞ
れ
そ
、
に
旬
下
月
二
十

認
承
を
併
合
の
合
組
産
生
両
で
会
総
た

。
た
し
ま
し

　

＆
う
ゆ
泉
温
別
父
秩
、
日
七
十
月
二

た
新
、
し
催
開
を
会
総
併
合
、
て
に
ゆ

と
」
合
組
産
生
類
菜
蔬
き
ぶ
い
北
「
に

組
産
生
る
す
成
構
が
戸
五
十
二
、
て
し

。
た
し
ま
し
立
設
が
合

　

挨
り
よ
長
合
組
島
真
り
た
あ
に
立
設

規
て
し
と
案
議
、
後
の
そ
、
り
あ
が
拶

、
画
計
業
事
度
年
二
和
令
、
定
改
の
約

い
つ
に
任
選
の
員
役
、
算
予
・
金
課
賦

。
た
し
ま
れ
さ
認
承
て
べ
す
し
議
審
て

　

任
選
が
氏
樹
秀
島
真
は
に
長
合
組
新

質
品
る
な
更
「
り
た
あ
に
任
就
、
れ
さ

数
戸
産
生
、
み
組
り
取
た
け
向
に
上
向

、
れ
ら
べ
述
と」
い
た
し
指
目
を
加
増
の

。
た
し
ま
し
了
終
に
会
盛
は
会
総

松永組合長挨拶

出席された生産者の皆さん

出席された生産者の皆さん

真島新組合長挨拶

合
組
産
生
ン
ロ
メ

 

会
総
常
通

・
類
菜
蔬
き
ぶ
い
北

合
組
産
生
薯
鈴
馬
・
瓜
南

会
総
併
合
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、
日
九
十
月
二
十
年
昨

杉
（
合
組
産
生
ウ
ト
シ
シ

背
妹
は
）
長
合
組
行
憲
原

通
て
に
室
和
階
三
所
支
牛

し
ま
し
催
開
を
会
総
常

。
た

　

、
算
決
支
収
は
で
会
総

次
。
告
報
て
い
つ
に
業
事

、
案
算
予
や
画
計
の
度
年

員
役
、
収
徴
課
賦
の
費
会

さ
議
審
等
て
い
つ
に
選
改

認
承
く
な
り
滞
て
全
、
れ

。
た
し
ま
れ
さ

　

度
年
元
和
令
、
て
い
続

け
お
に
産
生
ウ
ト
シ
シ
の

経
象
気
、
い
行
を
省
反
る

の
ウ
ト
シ
シ
に
も
と
と
過

肥
追
、
り
返
り
振
を
育
生

、
除
防
や
グ
ン
ミ
イ
タ
の

ワ
ス
「、
」
ル
カ
イ
パ
ス
「

ツ
コ
の
際
の
用
使
薬
農
物

ん
さ
皆
の
者
産
生
、
ど
な

次
、
え
交
を
報
情
が
員
及

を
策
対
の
て
け
向
に
度
年

。
た
し
ま
り
練

　

ン
カ
・
ラ
の
市
川
深
、
日
五
十
月
一

組
広
隆
田
石
（
合
組
産
生
き
花
村
気
元

演
講
調
基
に
び
並
会
総
常
通
は
）
長
合

。
た
し
ま
し
催
開
を

　

で
演
講
調
基
た
れ
わ
行
に
前
会
総

社
会
式
株
、
は

　

役
締
取
表
代
の
佳
花

　で
題
の
】
は
と
花
る
れ
ら
め
求
に
後
ク

花
、
し
越
見
を
気
景
不
の
年
翌
催
開
ク

り
売
小
を
き
動
の
ら
か
れ
こ
の
場
市
き

産
生
に
基
を
れ
そ
。
説
解
ら
か
点
視
の

証
保
を
質
品
、
で
と
こ
る
得
を
証
認
な

要
重
が
と
こ
る
作
を
花
い
す
や
り
売
し

。
た
し
ま
れ
ら
語
と
る
な
に

　

の
て
し
と
地
産
「、
は
ら
か
氏
木
薄

の
く
多
た
け
向
に
上
向
質
品
は
知
空
北

て
し
践
実
ら
か
階
段
い
早
を
み
組
り
取

な
が
と
こ
る
困
も
に
得
取
証
認
、
り
お

に
化
変
の
場
市
、
で
の
る
れ
わ
思
と
い

言
の
励
激
と
」
う
ろ
だ
る
き
で
応
対
も

。
た
し
ま
き
頂
を
葉

　

拶
挨
長
合
組
田
石
は
で
会
総
常
通

議
を
）
牛
背
妹
（
ん
さ
夫
利
田
土
、
後

議
の
て
全
。
行
進
を
事
議
し
任
選
に
長

く
な
り
滞
は
会
総
、
け
受
を
認
承
の
案

。
た
し
ま
し
了
終

役員の改選に伴い、北いぶき管内から田村昌之組合長（妹背牛）、我部山豊春監事（秩父別）、室田健一監事（沼田）がそれぞれ就任しました

杉原組合長が進行を務めました
合
組
産
生
ウ
ト
シ
シ

 

会
総
常
通

回
三
十
二
第

  

合
組
産
生
き
花
村
気
元
ち
育
北

演
講
調
基
・
会
総
常
通
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北
「
人
法
団
財
益
公
、
は
賞
子
孫
安

、
き
築
を
営
経
な
実
堅、
え
加
を
夫
工
意

農
。
と
こ
る
れ
さ
待
期
が
展
発
の
来
将

努
に
ど
な
及
普
・
究
研
・
導
指
の
業

改
業
農
り
よ
に
動
活
践
実
な
実
誠
、
め

を
績
成
な
著
顕
に
良

農
の
道
海
北
た
げ
上

れ
ら
贈
へ
者
事
従
業

。
す
ま

　

六
十
月
二
十
年
昨

テ
ホ
内
市
幌
札
に
日

開
が
式
呈
贈
て
に
ル

美
忠
藤
佐
、
れ
さ
催

・
植
移
稲
水
、
は
ん
さ

の
麦
小
と
播
直
水
湛

の
稲
水
、
系
体
作
輪

量
収
い
高
、
み
組
り

現
実
を
化
力
省
と
性

背
妹
。
と
こ
た
れ
さ

播
直
水
湛
の
で
町
牛

農
的
進
先
や
と
こ
た

用
利
同
共
を
械
機
業

組
託
受
業
作
農
る
す

画
参
に
的
極
積
に
織

振
の
業
農
域
地
、
し

さ
献
貢
く
き
大
に
興

ら
え
讃
を
績
功
た
れ

。
た
し
ま
れ
さ
彰
表
れ

　

所
支
田
沼
、
日
十
月
一

勤
常
て
に
庫
倉
号
六
十
第

席
出
が
員
職
係
関
・
員
役

豊
の
物
産
農
の
年
本
、
し

祈
を
全
安
の
業
作
農
と
作

庫
倉
業
農
、
め
た
る
す
願

わ
行
り
執
が
事
神
き
開
蔵

。
た
し
ま
れ

　

産
生
、
れ
ま
恵
に
候
天

実
く
無
過
大
が
様
皆
の
者

、
え
迎
を
秋
な
か
豊
き
多
り

で
穫
収
を
物
産
農
な
質
良

費
消
、
た
ま
、
う
よ
る
き

・
心
安
「
し
対
に
様
皆
の
者

産
農
い
し
味
美
で
」
全
安

、
う
よ
る
き
で
供
提
を
物

を
手
に
前
神
同
一
者
席
出

。
た
し
ま
し
願
祈
せ
わ
合

受賞の報告に来協された佐藤さん（左）とJA篠田組合長（右）

出席者一同で豊作と安全を祈願！

が
ん
さ
美
忠
藤
佐

た
し
ま
し
賞
受
を
賞
子
孫
安
年
元
和
令

農業倉庫蔵開き
豊作と安全を祈願
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会
事
理
回
一
十
第

）
付
日
四
十
二
月
二
十
（

】
項
事
告
報
【

部
本
理
管

つ
に
定
予
事
行
協
農
る
け
お
に
面
当
○

て
い

出
し
申
の
等
退
脱
・
入
加
の
員
合
組
○

て
い
つ
に

修
要
主
・
分
処
・
得
取
の
産
資
定
固
○

て
い
つ
に
出
支
の
費
繕

地
実
「
に
び
並
」
領
要
理
処
算
決
「
○

」
領
要
価
評
再
産
資
卸
棚
び
及
卸
棚

て
い
つ
に
正
改
部
一
の

て
い
つ
に
向
動
の
員
職
準
○

一
十
（
込
見
支
収
業
事
度
年
元
和
令
○

て
い
つ
に
）
準
基
末
月

の
と
部
性
女
・
員
合
組
別
合
組
事
農
○

対
の
等
望
要
・
見
意
る
係
に
会
談
懇

て
い
つ
に
応

て
い
つ
に
用
採
本
の
員
職
○

部
本
業
事
済
共
融
金

カ
ミ
ク
の
員
合
組
定
特
度
年
元
和
令
○

て
い
つ
に
績
実
支
収
ン

て
い
つ
に
況
状
し
出
貸
の
金
資
期
長
○

に
針
方
査
審
書
画
計
農
営
年
二
和
令
○

て
い
つ

部
本
業
事
売
販
農
営

度
年
元
和
令
○

　

定
安
得
所
営
経
作
畑

い
つ
に
施
実
の
金
渡
仮
る
係
に
策
対て

の」
安
目

産
生
「の

の

米
産
年
二
和
令
○

て
い
つ
に
定
設

部
本
業
事
設
施
買
購

度
年
元
和
令
○

　

励
奨
取
引
口
大
薬
農

て
い
つ
に
績
実

一
十
（
表
討
検
績
実
業
事
設
施
買
購
○

て
い
つ
に
）
末
月

】
項
事
議
決
【

号
一
第
案
議

　

認
承
の
付
貸
る
す
対
に
員
合
組
定
特

て
い
つ
に

号
二
第
案
議

　

の
程
規
」
準
基
当
引
・
却
償
の
産
資
「

て
い
つ
に
正
改
部
一

号
三
第
案
議

　

い
つ
に
口
減
に
び
並
渡
譲
の
金
資
出

　
　

　

て

号
四
第
案
議

　

承
の
引
取
反
相
益
利
る
す
対
に
事
理

て
い
つ
に
認

号
五
第
案
議

　

け
付
貸
る
す
対
に
者
過
超
度
限
用
信

て
い
つ
に
認
承
の

】
項
事
議
協
【

員
合
組
る
え
超
を
％
〇
八
度
限
用
信
○

貸
の
へ
）
る
よ
に
算
精
ン
カ
ミ
ク
（

て
い
つ
に
付

員
合
組
る
え
超
を
％
〇
八
度
限
用
信
○

て
い
つ
に
付
貸
の
へ

会
事
理
回
二
十
第

）
付
日
九
十
二
月
一
（

】
項
事
告
報
【

部
本
理
管

て
い
つ
に
定
予
事
行
要
主
○

の
金
資
出
、
退
脱
・
入
加
の
員
合
組
○

て
い
つ
に
出
し
申
の
等
渡
譲

修
要
主
、
分
処
・
得
取
の
産
資
定
固
○

て
い
つ
に
出
支
の
費
繕

る
わ
か
か
に
酬
報
員
役
度
年
元
和
令
○

て
い
つ
に
申
答

度
年
元
和
令
○

　

施
実
検
点
期
定
営
経

て
い
つ
に
告
報
果
結

責
員
役
、
に
び
並
領
要
応
対
事
祥
不
○

改
部
一
の
領
要
置
設
会
員
委
査
調
任

て
い
つ
に
正

改
部
一
の
領
要
施
実
検
点
期
定
営
経
○

て
い
つ
に
正

て
い
つ
に
定
制
の
領
要
会
員
委
戒
懲
○

額
酬
報
の
人
査
監
計
会
度
年
二
和
令
○

て
い
つ
に

つ
に
告
報
期
定
ス
ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
○

て
い

の
査
調
度
足
満
員
合
組
度
年
元
和
令
○

て
い
つ
に
果
結

つ
に
者
定
内
員
職
用
採
度
年
二
和
令
○

て
い

て
い
つ
に
等
向
動
の
員
職
○

部
本
業
事
済
共
融
金

て
い
つ
に
況
状
し
出
貸
の
金
資
期
長
○

の
況
状
支
収
ン
カ
ミ
ク
度
年
元
和
令
○

実
支
収
の
員
合
組
定
特
に
び
並
告
報

て
い
つ
に
績

の
領
要
進
推
済
共
域
広
度
年
二
和
令
○

て
い
つ
に
定
設

部
本
業
事
売
販
農
営

合
組
事
農
き
ぶ
い
北
度
年
二
和
令
○

役
新
の
部
性
女
・
部
年
青
協
農
、
長

て
い
つ
に
員

）
案
（策
対
励
奨
荷
集
米
産
年
二
和
令
○

て
い
つ
に

い
つ
に
系
体
薬
農
用
使
米
減
節
薬
農て

部
本
業
事
設
施
買
購

対
励
奨
取
引
口
大
薬
農
度
年
二
和
令
○

て
い
つ
に
策

二
十
（
表
討
検
績
実
業
事
設
施
買
購
○

て
い
つ
に
）
末
月

て
い
つ
に
定
改
の
金
料
備
整
検
車
○

】
項
事
議
協
【

て
い
つ
に
ル

み
込
見
算
決
支
収
業
事
度
年
元
和
令
○

和
令
、
に
び
並
）
在
現
末
月
二
十
（

告
報
会
事
理
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業
事
（
分
処
金
余
剰
・
業
事
度
年
元

て
い
つ
に
応
対
の
）
金
当
配
量
分

】
項
事
議
決
【

号
一
第
案
議

　

つ
に
給
支
の
当
手
算
決
度
年
元
和
令

て
い

号
二
第
案
議

　

算
精
算
計
同
共
穀
米
産
年
〇
三
成
平

て
い
つ
に
果
結
査
監
事
監
る
係
に

号
三
第
案
議

　

定
策
の
画
計
査
監
部
内
度
年
二
和
令

て
い
つ
に

号
四
第
案
議

　

・
ス
ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
度
年
二
和
令

て
い
つ
に
定
設
の
ム
ラ
グ
ロ
プ

号
五
第
案
議

　

い
つ
に
正
改
部
一
の
程
規
継
引
務
事て

号
六
第
案
議

　

て
い
つ
に
正
改
部
一
の
程
規
員
合
組

号
七
第
案
議

　

並
正
改
部
一
の
程
規
扱
取
報
情
人
個

要
扱
取
等
報
情
康
健
員
業
従
、
に
び

て
い
つ
に
定
制
の
領

号
八
第
案
議

　

て
い
つ
に
正
改
部
一
の

号
九
第
案
議

　

よ
お
、
正
改
部
一
の
程
規
策
対
害
災

領
要
営
運
・
置
設
部
本
策
対
害
災
び

の
画
計
策
対
害
災
に
び
並
、
定
制
の

て
い
つ
に
等
定
制

号
十
第
案
議

　

い
つ
に
正
改
部
一
の
程
規
務
業
買
購て

号
一
十
第
案
議

　

て
い
つ
に

号
二
十
第
案
議

　

部
一
の
）
表
限
権
務
職
（
程
規
制
職

て
い
つ
に
正
改

号
三
十
第
案
議

　

つ
に
正
改
部
一
の
程
規
理
管
類
程
規

て
い

号
四
十
第
案
議

　

て
い
つ
に
進
推
の
員
委
業
農

号
五
十
第
案
議

　

価
別
特
等
油
灯
の
へ
等
者
産
生
卉
花

て
い
つ
に
応
対
の
励
奨
格

号
六
十
第
案
議

　

つ
に
口
減
に
び
並
、
渡
譲
の
金
資
出

て
い

号
七
十
第
案
議

　

て
い
つ
に
得
取
の
等
産
資
定
固

号
八
十
第
案
議

　

て
い
つ
に
得
取
の
産
資
定
固

　

田
沼
部
年
青
、
日
六
十
月
二
十
年
咋

町
田
沼
は
）
長
部
支
太
翔
野
鵜
（
部
支

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総
常
通
回
七
十

　

の
員
役
任
退
、
後
拶
挨
長
部
支
野
鵜

、
と
）
西
部
東
田
沼
（
ん
さ
輝
政
橋
高

沼
（
ん
さ
貴
和
田
澤
て
し
と
員
部
良
優

ま
れ
さ
呈
贈
が
状
謝
感
へ
）
東
部
東
田

沼
（
ん
さ
平
親
田
多
、
後
の
そ
。
た
し

を
事
議
、
し
任
選
に
長
議
を
）
部
西
田

標
目
点
重
動
活
の
度
年
二
和
令
。
行
進

農
「、
」
進
推
加
参
の
へ
動
活
政
農
「
を

活
織
組
「、
」
動
運
大
拡
費
消
の
物
産
畜

参
の
へ
業
事
協
農
「、
」
進
推
化
強
の
動

、
げ
掲
と
」
上
向
の
術
技
農
営
「、
」
画

ま
れ
さ
認
承
が
案
議
の
て
全
く
な
り
滞

。
た
し

　

制
体
新
員
役
の
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は

長
部
支

　

林

　
　

彰
德

）
部
中
田
沼
（

長
部
支
副

　

田
黒

　

樹
直

）
部
中
田
沼
（

理
　
　

事　

田
土

　

平
翔
（

東
部
東
田
沼

）

理
　
　

事　

村
中

　

光
敏
（

東
部
東
田
沼

）

理
　
　

事　

郎
太
凌
岡
山

（

西
部
東
田
沼

）

理
　
　

事　

保
下

　

樹
裕

）
部
中
田
沼
（

理
　
　

事　

渕
岩

　

介
佑
（

西
部
東
田
沼

）

理
　
　

事　

堀

　
　

介
祐

）
部
西
田
沼
（

事
監
表
代

　

野
鵜

　

太
翔

）
部
中
田
沼
（

監
　
　

事　

本
谷

　

浩
寿
（

東
部
東
田
沼

））
略
称
敬
（

　

冒頭ではJA青年部の組織綱領を朗唱

部
支
田
沼
部
年
青

 

会
総
常
通

優良部員として表彰を受ける澤田和貴さん
（沼田地区・沼田東部東）
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か
な
ち
ま
町
田
沼
、
日
四
十
二
月
一

部
支
田
沼
部
性
女
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ
、
て

通
回
七
十
第
は
）
長
部
支
恵
久
田
岡
（

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総
常

　

佐
美
辺
渡
、
て
し
と
彰
表
員
役
任
退

子
美
由
島
福
、）
部
中
田
沼
（
ん
さ
恵

さ
苗
早
田
澤
、）
西
部
東
田
沼
（
ん
さ

ん
さ
子
邦
田
黒
、）
東
部
東
田
沼
（
ん

沼
（
ん
さ
美
浩
田
沢
、）
西
部
東
田
沼
（

呈
贈
を
状
謝
感
へ
名
五
の
）
東
部
東
田

美
辺
渡
に
長
議
、
後
の
そ
。
た
し
ま
し

て
全
た
し
程
上
、
し
任
選
を
ん
さ
恵
佐

ま
え
終
を
会
総
、
れ
さ
認
承
が
案
議
の

。
た
し

　

と
長
町
山
横
町
田
沼
た
れ
わ
行
日
同

可
続
持
「
り
よ
長
町
、
は
で
会
談
懇
の

町
田
沼
、
め
た
の
」
り
く
づ
ち
ま
な
能

つ
に
望
展
の
業
事
い
た
き
い
て
め
進
で

。
た
し
ま
き
頂
て
し
し
話
お
接
直
て
い

や
望
要
の
へ
町
り
よ
部
性
女
は
後
の
そ

け
頂
を
答
回
で
場
の
そ
、
え
伝
を
問
質

。
た
し
ま
り
な
と
会
機
た
し
実
充
る

　

卉
花
町
田
沼
、
日
三
十
月
二
十
年
昨

、
は
）
長
部
支
彦
晴
西
大
（
合
組
産
生

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総
常
通
、
て

　

報
業
事
た
め
含
を
動
活
の
で
村
気
元

ど
な
定
改
約
規
、
告
報
算
決
支
収
や
告

二
和
令
。
行
進
が
事
議
た
し
と
案
議
を

り
た
当
戸
一
は
で
案
画
計
業
事
度
年

部
支
、
し
指
目
を
増
上
売
の
円
万
〇
五

と
円
万
〇
〇
〇
七
憶
二
を
額
標
目
売
販

、
会
習
講
や
会
揃
目
。
た
し
ま
し
定
設

な
的
極
積
の
へ
修
研
察
視
、
回
巡
場
圃

活
効
有
の
後
床
温
や
培
栽
地
露
、
加
参

こ
て
し
結
団
、
け
か
び
呼
て
い
つ
に
用

。
す
ま
し
指
目
を
標
目
の

　

新
員
役
の
ら
か
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は
制
体

長
部
支

　

田
室

　

一
健

）
部
中
田
沼
（

長
部
支
副

　

内
矢

　

也
真
（

西
部
東
田
沼

）

理
　
　

事　

島
田

　

宏
泰

）
部
中
田
沼
（

理
　
　

事　

上
野

　

弘
尚

）
部
中
田
沼
（

理
　
　

事　

村
木

　

哉
拓
（

西
部
東
田
沼

）

役
談
相

　

西
大

　

彦
晴
（

東
部
東
田
沼

）

監
　
　

事　

姜

　
　

晋
甲

）
部
中
田
沼
（

監
　
　

事　

田
原

　

寿
幸
（

東
部
東
田
沼

））
略
称
敬
（

退任役員として表彰される福島由美子さん（沼田地区・沼田東部西）

新役員の皆さん

回
七
十
第

  

部
支
田
沼
部
性
女
き
ぶ
い
北

  

・
会
総
常
通

会
談
懇
の
と
長
町
山
横
町
田
沼

議長を務めた渡辺美佐恵さん（沼田地区・沼田中部）

合
組
産
生
卉
花
町
田
沼

 

会
総
常
通
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か
な
ち
ま
、
日
七
十
二
月
一
十
年
昨

）
長
部
支
恵
久
田
岡
（
部
支
田
沼
部
性

市
幌
札
は
に
師
講
。
た
し
ま
し
加
参
が

る
す
関
に
金
お
や
険
保
で
国
全
、
り
よ

長
社
役

　

普
、
し
き
招
お
を
氏
剛
藤
佐

イ
ラ
、
い
な
の
会
機
く
聞
り
ま
あ
は
段

つ
に
ど
な
険
保
や
方
て
立
の
ン
ラ
プ
フ

の
身
自
、
ん
さ
皆
。
た
し
ま
び
学
て
い

が
と
こ
る
え
考
て
め
改
て
い
つ
に
後
今

。
た
し
ま
り
な
と
会
習
講
た
き
で

　

泉
温
ん
し
ろ
ほ
、
は
後
了
終
会
習
講

り
が
上
り
盛
大
ん
さ
皆
、
し
画
企
を
ど

。
た
し
で
子
様
の

　

岡
（
部
支
田
沼
部
性
女
、
日
七
月
二

田
沼
、
は
名
五
員
役
）
長
部
支
恵
久
田

し
贈
寄
を
枚
九
十
五
ル
オ
タ
た
い
頂
て

。
た
し
ま

　

ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
も
つ
い
「
は
ら

切
大
。
す

せ
わ
使
に

だ
た
い
て

」。
す
ま
き

葉
言
お
と

だ
た
い
を

し
ま
き

贈
寄
。
た

う
ぞ
た
し

タ
用
ん
き

和
は
ル
オ

旭
や
園
風

ど
な
園
寿

で
設
施
の

れ
さ
用
使

と
こ
る

ま
り
な
に

。
す

　

、
日
四
十
月
二
は
）
長
会
子
美
久
木
鈴
（

。
た
し
ま
し
催
開
を
会

　

支
収
び
及
告
報
動
活
の
度
年
元
和
令

さ
認
承
が
案
画
計
度
年
二
和
令
や
算
決

改
員
役
う
伴
に
了
満
期
任
。
た
し
ま
れ

。
た
し
ま
り
な
と
り
通
の
次
り
よ
に
選会　

長　

村
藤

　

美
真

）
西
部
東
田
沼
（

長
会
副

　

田
野

　

枝
明

）
東
部
東
田
沼
（

監　

事　

本
谷

　

紀
真

）
部
中
田
沼
（

）
略
称
敬
（

　

月
一
十
年
昨
は
）
長
会
子
美
久
木
鈴
（

。
た
し
ま
し
催
開
を

　

お
を
氏
苗
香
田
富
の
市
川
滝
に
師
講

、
ら
が
な
え
考
を
置
配
の
花。
た
し
ま
き

終
、
と
」
か
う
ろ
飾
に
こ
ど
の
宅
自
「

ら
が
な
せ
ま
弾
を
話
会
に
う
そ
し
楽
始

品
作
た
し
成
完
。
た
し
ま
い
て
し
成
作

好
、
で
子
様
の
足
満
大
が
方
の
く
多
に

。
た
し
ま
り
な
と
会
習
講
な
評

部
支
田
沼
部
性
女

 

修
研
夜
一

部
支
田
沼
部
性
女

！
た
し
ま
し
贈
寄
を
ル
オ
タ
へ
町
田
沼

ためになる話を聞くことが出来ました

これからも本事業は継続していきたいです！

部
支
田
沼
部
性
女

審議の様子

プリザーブドフラワーは、水分を抜いた生花を特殊な液体
に浸して作ります。ドライフラワーと比べ、生花に近い手
触りが特徴です
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シ
ト
西
大
（
会
寿
所
支
田
沼
、
て
に
ン

事
議
。
催
開
を
会
総
常
通
の
）
長
会
子

に
び
並
告
報
業
事
度
年
元
和
令
、
は
で

並
画
計
動
活
度
年
二
和
令
、
算
決
支
収

が
て
全
、
れ
さ
程
上
が
算
予
支
収
に
び

。
た
し
ま
れ
さ
認
承

　

な
と
名
二
十
員
会
は
度
年
二
和
令

元
和
令
は
で
選
改
の
員
役
、
た
ま
、
り

り
な
と
り
通
の
次
し
任
留
が
員
役
度
年

。
た
し
ま会　

長　

子
シ
ト
西
大

）
東
部
東
田
沼
（

長
会
副

　

子
ミ
フ
田
沢

）
東
部
東
田
沼
（

長
会
副

　

山
横

　

子
和

）
東
部
東
田
沼
（

長
会
副

　

原

　
　

子
政

街
市
田
沼
（

　

））
略
称
敬
（

　

）
長
会
子
シ
ト
西
大
（会
寿
所
支
田
沼

か
に
日
六
ら
か
日
五
月
一
十
年
昨
、
は

ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
一
夜
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

け
　

役
町
田
沼
に
師
講
は
で
修
研
の
回
今

迎
お
を
氏
迪
友
野
松
の
課
祉
福
健
保
場

。
た
し
ま
い
行
を
」
操
体
康
健
「
し
え

　に
動
運
る
え
抑
を
下
低
の
肉
筋
の
腰
足

顔
笑
始
終
、
き
頂
て
し
導
指
ご
て
い
つ

な
と
修
研
る
べ
学
く
る
明
い
な
え
絶
の

。
た
し
ま
り

　

中
を
動
運
う
行
ら
が
な
り
座
に
子
椅

も
で
宅
自
「
め
た
た
い
頂
て
え
教
に
心

う
い
と
」。
う
そ
れ
ら
け
続
く
な
理
無

を
間
時
な
義
意
有
に
常
非
、
り
あ
も
声

。
た
し
ま
来
出
が
事
す
ご
過

　

部
年
青
、
日
六
十
月
二
十
年
元
和
令

は
）
長
部
支
志
雅
坂
藤
（
部
支
牛
背
妹

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総
常
通
回
七
十

　

さ
織
伊
崎
寺
、
後
拶
挨
長
部
支
坂
藤

、
し
出
選
に
長
議
を
）
南
牛
背
妹
（
ん

で
告
報
業
事
。
た
し
ま
し
行
進
を
事
議

中
を
り
祭
肉
焼
願
祈
年
豊
る
す
催
主
は

し
携
連
と
体
団
他
の
町
牛
背
妹
、
に
心

費
消
、
他
の
業
事
う
担
を
化
性
活
・
流

販
る
あ
で
会
機
る
き
で
流
交
接
直
と
者

を
果
成
の
で
業
事
、
ど
な
動
活
進
促
売

。
た
し
ま
し
告
報

　

動
活
部
年
青
は
で
動
活
報
広
、
た
ま

バ
ル
ア
、
成
作
を
オ
デ
ビ
た
め
と
ま
を

代
世
次
し
行
発
を
り
よ
だ
部
年
青
、
ム

し
録
記
を
動
活
部
支
、
め
た
の
員
部
の

。
た
し
ま

　

次
は
員
役
新
の
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の

長
部
支

　

裏
日

　

二
健

）
北
牛
背
妹
（

長
部
支
副

　

藤
神

　

志
武

）
北
牛
背
妹
（

事
理
席
上

　

谷
長

　

幸
修

）
南
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

田
酒

　

也
拓

）
北
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

谷
熊

　
　

俊

）
北
牛
背
妹
（

事
監
表
代

　

坂
藤

　

志
雅

）
北
牛
背
妹
（

監
　
　

事　

谷
中

　

吾
省
（

央
中
牛
背
妹

））
略
称
敬
（

会
寿
所
支
田
沼

 

会
総
常
通

参加した皆さんはマスクを着用での開催となりました

会
寿
所
支
田
沼

 

修
研
夜
一

部
支
牛
背
妹
部
年
青

  

会
総
常
通

令和２年度の新役員の皆さん

松野講師も実践しながら、教えてくださいました
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階
三
所
支
牛
背
妹
、
日
三
十
二
月
一

催
開
を
会
総
常
通
部
支
牛
背
妹
部
性
女

。
た
し
ま
し

　

部
支
原
栗

で
拶
挨
の
長

年
今
「、
は

女
Ａ
Ｊ
も
度

て
し
と
部
性

域
地
、
庭
家

し
と
陽
太
の

る
あ
き
輝
て

業
農
、
動
活

し
と
者
事
従

安
・
心
安
て

を
物
作
な
全

届
へ
者
費
消

、
と」
う
よ
け

役
の
部
性
女

認
確
再
を
割

皆
の
員
部
し

激
を
ん
さ

。
励

　

入
に
事
議

長
議
、
と
る

子
悦
嶋
北
に

背
妹
（
ん
さ

選
を
）
南
牛

認
承
が
案
議
の
て
全
た
し
程
上
、
し
任

月
一
十
年
昨
、
他
の
そ
。
た
し
ま
れ
さ

を
者
加
参
て
い
つ
に
修
研
外
道
の
部
支

）
南
牛
背
妹
（
ん
さ
恵
絹
井
今、
し
表
代

。
た
し
ま
し
告
報
を
験
体
の
で
縄
沖
が

　

員
役
新
の
ら
か
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は
て
い
つ
に

長
部
支

　

え
な
か
村
田

）
北
牛
背
妹
（

長
部
支
副

　

合
百
小
村
田

）
北
牛
背
妹
（

長
部
支
副

　

田
川

　

美
章
（

央
中
牛
背
妹

）

理
　
　

事　

子
美
留
村
河

（

央
中
牛
背
妹

）

理
　
　

事　

り
か
ゆ
本
滝

）
北
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

み
お
な
本
徳

）
北
牛
背
妹
（

監
　
　

事　

易
中

　

美
恵

）
南
牛
背
妹
（

監
　
　

事　

畑
小

　

美
雅

）
南
牛
背
妹
（

）
略
称
敬
（

　

花
町
牛
背
妹
、
日
十
二
月
二
十
年
昨

妹
は
）
長
合
組
之
昌
村
田
（
合
組
産
生

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
習
講
に
び
並
会

　

増
の
量
収
、
は
換
交
報
情
の
士
同
者
産

い
て
え
与
を
響
影
に
減
削
ト
ス
コ
、
加

き
頂
て
し
を
談
相
に
的
極
積
、
め
た
る

ま
れ
ら
語
が
性
要
重
の
そ
、
と
」
い
た

。
た
し

　

く
な
り
滞
、
は
で
会
省
反
の
後
の
そ

で
会
習
講
、
れ
さ
認
承
が
案
議
の
て
全

平
松
の
所
支
知
空
北
央
道
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

つ
に
度
制
険
保
入
収
、
り
よ
佐
補
長
課

れ
さ
明
説
れ
ぞ
れ
そ
て
い
つ
に
雪
融
り

。
た
し
ま

　

新
員
役
の
ら
か
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は
制
体

長
合
組

　

村
田

　

之
昌

）
北
牛
背
妹
（

長
合
組
副

　

原

　
　

哉
力

）
北
牛
背
妹
（

会
　
　

計　

道
中

　
　

悌

）
南
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

藤
伊

　

雄
辰

）
北
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

田
土

　

夫
利

）
北
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

馬
有

　
　

勇

）
北
牛
背
妹
（

理
　
　

事　

講
定

　

男
保

）
南
牛
背
妹
（

監
　
　

事　

田
山

　

之
博

）
南
牛
背
妹
（

）
略
称
敬
（

新役員の皆さん

出席された生産者の皆さん

田村組合長挨拶

研修報告をする今井絹恵さん（妹背牛地区・妹背牛南）

 

合
組
産
生
花
町
牛
背
妹

  

催
開
会
習
講
・
会
省
反
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、
は
）
長
部
支
二
健
裏
日
（
部
支
牛
背

役
町
牛
背
妹
、
部
年
青
会
工
商
牛
背
妹

で
業
事
同
共
の
と
）
２
Ｃ
Ｕ
（
志
有
場

。
た
し

　

、
ど
な
台
り
滑
の
雪
な
き
大、
し
探
宝
中

。
た
し
ま
い
て
れ
さ
意

　

を
肉
焼
の
冬
、
は
で
内
場
会
、
た
ま

が
会
大
い
食
早
の
ス
イ
ア
、
中
の
寒

た
れ
わ
行

謡
歌
、
他

ン
メ
営
運

い
て
し
場

た
供
子
た

緒
一
が
ち

曲
気
人
に

、
り
踊
を

盛
を
場
会

ま
げ
上
り

。
た
し

　

部
支
牛
背
妹
部
性
女
、
日
十
二
月
二

合
け
助
、
は
）
長
部
支
え
な
か
村
田
（

生
（宅
人
老
居
独、
て
し
と
動
運
織
組
い

象
対
を
）
む
含
を
者
居
入
設
施
援
支
活

牛
背
妹
部
性
女
。
た
し
ま
し
布
配
を
腐

で
制
体
員
役
新
が
業
事
本
、
は
で
部
支

。
す
ま
り
な
と
業
事
初
の

　

工
加
産
農
が
名
八
員
役
、
り
よ
朝
早

に
々
方
の
員
委
生
民
の
町
、
は
ら
か
後

へ
戸
四
四
一
の
象
対
、
き
頂
て
し
行
同

。
た
し
ま
り
回
で
し
渡
手
て
べ
す

　

い
て
し
に
み
し
楽
回
毎
「
で
顔
笑
、
ら

言
の
謝
感
と
」
！
う
と
が
り
あ
、
の
る

頂
を
葉

役
、
き

同
一
員

事
本
で

取
に
業

む
組
り

を
義
意

す
感
実

と
こ
る

き
で
が

。
た
し
ま

用意されたアトラクションに子供たちはこの笑顔です

受け取って頂いた皆さんに大変喜んでいただきました

部
支
牛
背
妹
部
年
青

  

見事な豆腐が出来上がりました

部
支
牛
背
妹
部
性
女

　動
運
織
組
い
合
け
助
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田
（部
支
牛
背
妹
部
性
女、
日
三
月
二

度
年
元
和
令
、
は
）
長
部
支
え
な
か
村

長
部
支
元
美
明
原
栗
、
て
し
と
業
事
分

町
牛
背
妹
で
員
役
旧
る
す
と
め
じ
は
を

リ
の
㎏
一
十
三
約
へ
会
議
協
祉
福
会
社

。
た
し
ま
し
贈
寄
を
ル
プ
グ
ン

　

等
員
部
も
後
今
け
向
に
贈
寄
す
い
車

て
し
集
収
き
続
き
引
、
て
得
を
力
協
の

。
す
ま
き
い

　

部
支
牛
背
妹
部
性
女
、
日
五
十
月
一

て
に
室
和
階
三
所
支
牛
背
妹
、
は
）
長

。
た
し

　

長
会
山
大
、
し
唱
朗
を
領
綱
部
性
女

動
活
に
発
活
り
よ
「
は
で
つ
さ
い
あ
の

に
進
推
入
加
の
員
部
も
に
め
た
う
行
を

、
れ
さ
話
と
」
い
た
き
い
て
れ
入
を
力

部
支
牛
背
妹
部
性
女
の
賓
来
、
後
の
そ

祝
り
よ
席
上
谷
中
Ａ
Ｊ
、
長
部
支
原
栗

。
た
し
ま
き
頂
を
辞

　

告
報
業
事
の
度
年
元
和
令
は
で
事
議

、
と
る
れ
わ
行
が
等
告
報
算
決
支
収
や

。
た
し
ま
れ
さ
認
承
が
案
議
の
て
全

　

父
秩
部
年
青
、
日
三
十
月
二
十
年
昨

所
本
は
）
長
部
支
也
哲
村
戸
（
部
支
別

常
通
回
七
十
第
、
て
に
室
議
会
中
階
三

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総

　

今
「
は
で
拶
挨
会
開
の
長
部
支
村
戸

の
気
活
、
し
入
加
名
五
が
員
部
は
度
年

対
に
員
部
、
と
」
た
き
で
が
動
活
る
あ

の
そ
。
た
し
ま
れ
ら
べ
述
を
謝
感
、
し

）
出
の
日
（
ん
さ
平
陽
井
土
に
長
議、
後

年
二
和
令
。
行
進
を
事
議
、
し
任
選
を

が
な
つ
の
と
人
の
域
地
「
を
標
目
の
度

周
、
Ｒ
Ｐ
の
動
活
部
年
青
、
め
深
を
り

の
術
技
と
識
知
農
営
「、
」
る
め
努
に
知

」
る
め
高
を
力
束
結
の
間
友
盟
、
上
向

承
が
案
議
の
て
全
く
な
り
滞
、
げ
掲
と

。
た
し
ま
れ
さ
認

　

制
体
新
員
役
の
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は

長
部
支

　

藤
佐

　

樹
宏

稲
（
　

）
豊

長
部
支
副

　

井
石

　

士
裕

稲
（
　

）
豊

理
　
　

事　

岡
藤

　
　

誠

稲
（
　

）
豊

理
　
　

事　

本
楠

　
　

学

穂
（
　

）
栄

理
　
　

事　

丸
田

　

統
雅

北
（
　

）
新

理
　
　

事　

山
横

　
　

陵

）
出
の
日
（

事
監
表
代

　

島
真

　

輔
祐

）
出
の
日
（

監
　
　

事　

岡
藤

　
　

渡

稲
（
　

）
豊

）
略
称
敬
（

平成18年度に開始された本事業は今年度で14年目となります

令和２年度の新役員の皆さん

部
支
牛
背
妹
部
性
女

　
贈
寄
ル
プ
グ
ン
リ

多くの方の加入をお待ちしております
部
支
牛
背
妹
部
性
女

部
支
別
父
秩
部
年
青

会

総

常

通

議長を務めた土井陽平さん
（秩父別地区・日の出）
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議
会
中
階
三
所
本
、
日
八
十
二
月
一

部
性
女
き
ぶ
い
北
回
七
十
第
、
て
に
室

し
ま
し
催
開
を
会
総
常
通
部
支
別
父
秩

。
た

　

岡
藤
て
し
と
彰
表
員
役
任
退
、
頭
冒

。
呈
贈
を
状
謝
感
へ
）
豊
稲
（
ん
さ
美
明

元
和
令
、
は
で
拶
挨
の
長
部
支
山
部
我

ま
り
返
り
振
を
年
一
た
し
指
目
を
」
営

日
（
ん
さ
美
二
一
見
新
に
長
議
。
た
し

今
。
行
進
を
事
議
、
し
任
選
を
）
出
の

約
規
部
支
や
定
規
弔
慶
は
に
案
議
の
回

て
れ
さ
案
提
が
加
追
・
更
変
て
い
つ
に

軽
担
負
て
い
お
に
動
活
部
性
女
、
り
お

て
全
、
れ
さ
議
審
が
容
内
る
が
繋
に
減

。
た
し
ま
来
出
が
と
こ
る
得
を
認
承
の

　

運
を
設
施
護
介
で
町
別
父
秩
と
町
牛
背

人
法
祉
福
会
社
る
い
て
れ
さ
営

　

鐘
幸

住
場
役
町
別
父
秩
、
氏
美
明
林
小
の
会

の
て
い
つ
に
症
知
認
、
し
き
招
お
を
氏

頂
説
解
を
理
心
の
者
患
、
識
知
い
し
正

い
し
正
の
へ
者
齢
高
る
あ
で
者
患
、
き

。
た
し
ま
び
学
を
応
対

　

合
組
産
生
卉
花
、
日
六
月
二
十
年
昨

）
長
部
支
春
豊
山
部
我
（
部
支
別
父
秩

元
和
令
て
に
ゆ
＆
う
ゆ
泉
温
別
父
秩
は

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
総
常
通
度
年

　

〇
三
成
平
、
は
て
い
つ
に
績
実
売
販

ま
り
な
と
績
実
売
販
る
回
上
を
年
前
の

報
業
事
、
り
入
に
事
議
後
の
そ
。
た
し

及
普
米
新
や
り
祭
ん
で
ん
と
、
は
で
告

き
花
村
気
元
、
め
じ
は
を
売
販
の
物
産

会
部
、
会
流
交
員
合
組
の
で
合
組
産
生

ま
れ
さ
告
報
が
動
活
ど
な
会
省
反
同
合

認
承
て
べ
す
も
案
議
、
他
の
そ
。
た
し

た
い
了
終
を
会
総
く
な
り
滞
、
け
受
を

。
た
し
ま
し

　

新
員
役
の
ら
か
度
年
二
和
令
、
お
な

。
す
で
り
お
と
の
次
は
制
体

長
部
支

　

春
豊
山
部
我

北
（
　

）
新

長
部
支
副

　

智
越

　

政
利

）
出
の
日
（

理
　
　

事　

田
山

　

吾
賢

北
（
　

）
新

監
　
　

事　

島
福

　

宏
聡

北
（
　

）
新

）
略
称
敬
（

合
組
産
生
卉
花
き
ぶ
い
北

部
支
別
父
秩

　

会
総
常
通

JA女性部綱領を朗唱

部
支
別
父
秩
部
性
女

 

・
会
総
常
通

議長を務めた新見一二美さん（秩父別地区・日の出）

来賓のJA篠田組合長挨拶の様子
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フ
部
支
別
父
秩
部
性
女
、
日
十
月
二

会
集
体
全
て
に
ゆ
＆
う
ゆ
泉
温
別
父
秩

。
た
し
ま
し
催
開
を

　

に
算
決
支
収
や
動
活
の
度
年
元
和
令

予
支
収
の
度
年
次
、
し
を
告
報
て
い
つ

が
案
議
の
て
全
ど
な
案
画
計
動
活
や
算

。
た
し
ま
れ
さ
認
承

　

食
で
ん
さ
皆
た
し
加
参
、
は
後
の
そ

振
を
動
活
の
年
一
、
ら
が
な
り
と
を
事

い
つ
に
業
事
の
度
年
二
和
令
、
り
返
り

。
た
し
ま
い
合
し
話
て

　

、
い
伴
に
了
満
期
任
の
員
役
、
お
な

し
ま
れ
さ
任
選
に
員
役
新
が
々
方
の
次

。
た会　

長
岡
藤

　

恵
幸

稲
（
　

）
豊長

会
副

美
ゆ
あ
谷
西北

（
　

）
新長

会
副

子
沙
麻
田
植北

（
　

）
新

）
略
称
敬
（

　

エ
部
支
別
父
秩
部
性
女
、
日
三
月
二

総
常
通
回
三
第
て
に
ゆ
＆
う
ゆ
泉
温
別

。
た
し
ま
し
催
開
を
会

　

算
決
支
収
や
告
報
動
活
度
年
元
和
令

認
承
が
案
議
の
て
全
た
れ
さ
程
上
ど
な

。
た
し
ま
れ
さ

　

　

れ
こ
、
は
で
会
事
食
の
後
了
終
会
総

に
等
進
推
入
加
の
員
部
や
動
活
の
ら
か

も
睦
親
の
間
員
会
、
い
合
し
話
て
い
つ

。
た
し
ま
り
ま
深

　

、
い
伴
に
了
満
期
任
の
員
役
、
お
な

選
に
員
役
新
度
年
二
和
令
が
々
方
の
次

。
た
し
ま
れ
さ
任会　

長
守
北

　

子
公

穂
（
　

）
栄長

会
副

子
保
美
森
山稲

（
　

）
豊長

会
副

井
安

　

子
敏

北
（
　

）
新

）
略
称
敬
（

　

、
日
三
十
二
月
一
は
き
ぶ
い
北
Ａ
Ｊ

ン
メ
・
ス
ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
た
し
と
象

。
た
し
ま
し
催
開
を
修
研
ス
ル
ヘ
ル
タ

　

ア
イ
ラ
プ
ン
コ
の
員
職
、
は
修
研
本

を
等
策
対
の
へ
ス
ル
ヘ
ル
タ
ン
メ
、
上

師
講
、
り
お
て
し
催
開
年
毎
め
た
る
図

好
で
修
研
同
と
年
昨
、
年
昨
一
、
は
に

。
た
し

　

ト
ン
メ
ス
ラ
ハ
な
々
様
や
題
問
ス
ン
ア

や
点
題
問
、
げ
挙
に
例
の
際
実
を
題
問

防
、
い
合
し
話
で
間
員
職
を
等
策
止
防

の
識
意
理
管
機
危
と
識
知
の
め
た
の
止

今
昨
、
た
ま
。
た
し
ま
げ
な
つ
に
上
向

り
お
あ
る
い
て
れ
ら
げ
上
り
取
く
き
大

を
り
怒
、
き
頂
を
説
解
し
目
注
に
」
り

。
た
し
ま
び
学
法
方
る
え
抑
・
理
管

　

仕
、
は
て
い
つ
に
ス
ル
ヘ
ル
タ
ン
メ

の
時
調
不
と
因
原
の
ス
レ
ト
ス
な
々
様

健
を
ル
タ
ン
メ
、
び
学
て
い
つ
に
動
行

が
解
理
の
り
周
や
間
仲
は
に
つ
保
に
康

。
た
し
ま
れ
さ
話
と
要
重

懇親会では本年度事業について盛り上がりました
部
支
別
父
秩
部
性
女

回
三
第

 

部
支
別
父
秩
部
性
女

総会後、懇親会の様子

修
研
ス
ル
ヘ
ル
タ
ン
メ
・
ス
ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
け
向
員
職

グループワークに取り組むJA職員たち
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用
採
□

　

員
職
準

　

〉
付
日
八
十
月
二
十
〈

　

崎
尾

　
　

勉

　
　

米
課
産
農
穀
米
部
業
事
産
農
穀
米

係
産
農
穀用

採
□

　

員
職
準

　

〉
付
日
四
十
二
月
二
十
〈

　

子
士
富
田
黒

　
　

係
金
貯
課
済
共
金
貯
所
支
牛
背
妹職

退
□　

〉
付
日
九
十
二
月
二
〈

　

井
大
　

太
研

　
　

課
産
農
穀
米
部
業
事
産
農
穀
米
（

）
長
係
産
農
穀
米 用

採
□

　

員
職
準

　

〉
付
日
七
十
月
二
〈

　

口
蓑
　

吾
健

　
　

蔬
卉
花
課
菜
蔬
卉
花
所
支
別
父
秩

係
菜用

採
□

　

員
職
準

　

〉
付
日
一
月
三
〈

　

葉
稲
　

一
浩

　
　

車
機
農
課
輌
車
機
農
部
業
事
設
施

係
輌

区　　　　分 曜　　日 営業時間（4月～） 摘　　　　　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：30～17：30 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月～8月 休　　業 4月から8月まで土曜を休業致します。

9月～10月 8：30～12：00 第 2・第4土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 8：00～17：00

春・秋の繁忙期間については、事
前にFAX等にてお知らせ致します。

土曜 8：00～12：00

日曜・祝日 休　　業

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00～16：30 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 Ａ Ｔ Ｍ

平日 9：00～18：00

土曜 9：00～17：00

日曜 9：00～17：00 本所（秩父別）のみの営業となります。

祝日 休　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店
舗休業致します。

ド
ン
タ
ス
フ
ル
セ

妹 背 牛
沼 田

平日・土曜 7：30～19：00 春・秋の繁忙期間については、事
前にFAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も
　休業致します。

祝日 8：00～18：00

日曜 休　　業

秩 父 別 平日・土日・祝日 7：30～19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30～17：30

土日・祝日 8：30～17：00

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00～19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土・祝日 9：30～19：00 ※毎月1日・15日は
　9：00～19：00営業です。

日曜 9：00～19：00

～～営業時間の変更のお知らせ～～
令和2年4月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。
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ＪＡグループ通信
　ＪＡグループ北海道は北海道コンサドーレ札幌の選手やサポーターに、農業と食について考えてもらうことを
目的として、「コンサ・土・農園（コンサ・ド・ファーム）」を開園しています。収穫した「トウモロコシ」や「馬鈴しょ」
はコンサドーレのホームゲーム時にチャリティー販売を行い、その収益によりサッカーボールを購入し、道内の
児童養護施設に寄贈しています。
　今年度の募金額は174,916円となり、道内24か所の児
童養護施設に48個のサッカーボールを贈呈することができま
した。この取り組みは平成21年より実施しており、サッカー
ボールの累計贈呈数は今年度で約500個となっております。
　1月30日に道内の児童養護施設を代表して札幌市内の
養護園で贈呈式を行い、ＪＡグループ北海道より、ＪＡ北
海道中央会の飛田会長、北海道コンサドーレ札幌より河合
Ｃ.Ｒ.Ｃとドーレくんがサッカーボールを贈呈しました。

JA北海道中央会

JA北海道信連 JA共済連北海道

ホクレン JA北海道厚生連

　1月22日、旭川市内で「ＪＡバンク北海道農業
経営セミナー」を開催しました。北海道農業の未来
に向けた農業経営者の「経営力向上」をテーマに
講演が行われ、全道各地の農業経営者などが参加
されました。講演では、農福連携・農福一体の取り
組みや、地域ぐるみのブ
ランド戦略等の事例につ
いて各講演者から説明が
ありました。講演後、交
流会も催し、農業経営者
間の情報交換及び連携
強化を図りました。

　ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャン
ペーン』を実施しております。ＪＡ共済ホームペー
ジから「こども共済」の資料をご請求いただいた
方に、『ＪＡ共済オリジナル　アンパンマンはらま
き』をプレゼントしております。キャンペーンは令
和 2 年 3月27日（金）までで、先着60,000名様限
定となっております。この機会にＪＡ共済のホーム
ページにアクセスいただ
けますようお待ちしており
ます！
〇ＪＡ共済ＨＰアドレス
https://www.ja-kyosai.or.jp/　

　冬至シーズンの道産かぼちゃ供給に向けてホクレ
ンが商品化した銘柄「りょうおもい」を使った煮付け
とあんこを組み合わせた総菜「冬至かぼちゃ」をセ
イコーマートが新規開発し、昨年 12月に道内と茨
城県に展開する全店で冬至前後の期間限定での
試験販売をしました。「りょ
うおもい」は、ホクレンが
品種選定、貯蔵技術の
研究を進め、生産者・消
費者双方の「思い」とし
て命名し、ホクホク感と
甘味のバランスのとれた、
おいしいかぼちゃです。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。年 3回発行しており、様々な
医療・健康情報
を発信しており
ます。
　ホームページ
にもバックナン
バーを掲載して
おりますので、
是非ご一読くだ
さい。

　JAグループ北海道の連合会・
中央会の活動内容を紹介します。
各団体の詳しい取り組み内容は
WEBサイトをご覧ください。
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秩父別本所  ＴＥＬ０１６４－３３－２０１３（直通） 

妹背牛支所  ＴＥＬ０１６４－３２－２１８５（直通） 

沼 田支所  ＴＥＬ０１６４－３５－２２２３（直通） 

変動金利 年１．９５％保証料込み 

固定金利 年２．５０％保証料込み 

※当ＪＡ農機車両課よりご購入の場合の金利 

 
  
 

 

 

 

 

 

詳しくは窓口にお問い合わせください！  

ＪＡ北いぶき融資経済課 

２,３７６円(税込)またはお近くのＪＡ配置薬推進員までどうぞ。 是非、お試し下さい

　 美味しくお召し上がリいただけ
商品のお問い合わせ・お求めは

 　ます。ＪＡ北海道厚生連 配置薬課
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 救急  の   よ い  ク スリー １箱　３ｇ×３１包（１か月分）

おいしさが違いますフリーコール ０１２０－９９－４１９３
１包当り約７７円

２．１０８種類の野草・野菜・果物・海藻類を ・１日１～３包程度を目安にお召し

　　発酵させた食物酵素を配合 　上がり下さい。

３．お茶感覚で楽しめる抹茶風味  ・牛乳やヨーグルトに混ぜても

　  贅沢に使用しています。  　お湯に溶かしてお召し上がり
　・その他に、ケール、ゴーヤ、桑の葉、明日葉

　 下さい。　  も使用しています。

甘みのあるおいしい抹茶風味の青汁に  ・便秘気味で毎朝すっきり

　 しない方
植物由来の野菜酵素をプラス

 ・美容と健康が気になる方

商品の特徴
●お召し上がり方

１．５種類の青汁原料を使用
 ・１包を１００～１５０ｃｃの水又は　・栄養価の高い大麦若葉の新芽のみを選別し、

野菜不足解消に この一杯！！
ＪＡ

栄養機能食品(ビタミンＢ１２)

青汁
●こんな方にお勧めします

配置薬の

　  野菜酵素
 ・食生活が偏りがちな方ご案内

 ・生活習慣が不規則な方

し
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この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説
明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際は、「重要事項説明
書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

お問い合わせは

JA共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp

R2.1月

そんなときは…

事故で新車が大破してしまったとき
買い替えて新車にまた乗りたい !

車両新価保障特約
車両新価保障特約は自動車事故によってお車が修理不能となるなど損害を受けた場合に、
車両共済金額ではなく、新車価格相当額を保障します。

NEW

以下のいずれかを満たす場合など特約の付加には所定の条件があります。
●共済期間の末日が、ご契約のお車の初度登録（検査）の翌月から61か月以内
であること
●共済価額が新車価格相当額の50％以上に相当する額であること

ご契約のお車の車両共済金額と新車価格相当額に差がない場合、お車の損害が全損となった場合に保障
される額は同額となりますが、車両新価保障特約ではお車に所定の著しい損傷が生じ修理費が新車価格
相当額の50％以上となった場合も全損となるため、手厚い保障をうけることができます。

特約のポイント
①こんな時にお支払いします！

特約を付加いただける条件

以下の所定の全損時にお支払いします。
●修理不能となった場合 　●修理費が共済価額（注1）以上になった場合
●修理費が新車価格相当額の50％以上になった場合（注2）
　（注1）ご契約のお車の価額として共済契約の締結時に協定した時価額をいいます。
　（注2）ご契約のお車の内外装・外板部品以外の部分に著しい損傷が生じた場合に限ります。

②臨時費用がパワーアップ

いままで

17万円（※1）
特約を付加していれば

30万円（※2）

上記お支払例の場合にお支払いする臨時費用もパワーアップします。

（※1）車両保障の臨時費用は、ご契約のお車が所定の全損（注）となった場合に
車両共済金額の10％（20万円限度）をお支払いします。
（注）車両保障における全損とは、お車が修理不能となった場合または修

理費が共済価額以上の場合をいいます。
（※2）車両新価保障特約を適用して共済金をお支払いする場合は、車両保障

の臨時費用の支払内容を新車価格相当額の10％（30万円を限度）に変
更してお支払いします。

保障のイメージ

額
当
相
格
価
車
新

1年目 2年目

240
万円

車両共済
金額

300
万円

車両共済
金額

210
万円

車両共済
金額

190
万円

車両共済
金額

170
万円

車両共済
金額

3年目 4年目 5年目

車両新価保障特約で新車価格との差額を保障

いままでは

車両保障から170万円を受け取れます。

特約を付加していれば

300万円を受け取れます！！
でも、同等クラスの新車へ買い替える場合、不足金額が・・・。

同等クラスの
新車への
買い替えが
できます！！

車両
共済金額
170万円

新車購入不足金額130万円

特約をつけていて
良かった！！

いいね！

例えば 車両共済金額：170万円
新車価格相当額：300万円のご契約で事故があり、お車が修理不能となったとき

Ｊ　Ａ　北　い　ぶ　き
本　　　所　共　済　課　０１６４－３３－２０１１
妹背牛支所　貯金共済課　０１６４－３２－２４５１
沼　田支所　貯金共済課　０１６４－３５－２２２１
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http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

ロータリー等の直装型作業機*を装着した状態のトラクターが、一定の条件を満たした場合に公
道走行が可能となりました。周囲の方々への安全を第一に、注意して走行してください。

*直装型作業機：けん引タイプではない、ロータリー、ハロー、直装式ブームスプレーヤ、播種機等
のトラクターに直接装着する作業機

作業機を装着して灯火器類が見えなくなる場合
⇒ お近くの農機販売店で、灯火器類を増設しましょう！

ロータリー等を装着したまま
公道走行が可能になりました！

（一社）日本農業機械工業会

Q. 「一定の条件」とはどのようなものですか？

増設

A. 灯火器類、作業機の幅、最高速度、運転免許などの確認が必要とな

ります。詳しくはお近くの農機販売店や、地方運輸局、地方農政局、

（一社）日本農業機械工業会にご確認ください。

日農工 公道走行
【お問合せ先】
農林水産省 生産局
技術普及課 03-6744-2111

増設

増設

増設

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html
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第２回
役員報酬審議会が
１月17日に開催され、
境谷委員長より
答申書が手渡され

ました

１月23日、
女性部妹背牛支部は
通常総会後に、
応急手当講習会を
行いました

１月28日、
女性部秩父別支部は
通常総会後、

認知症サポーター
育成講座を開催し、
グループワークを
行いました

１月24日、
女性部沼田支部と
沼田町横山町長との
懇談会の様子

３月２日、
国営農地再編整備事業
妹背牛期成会より
本年３月末をもって
事業完了に伴い、
ご寄付を

いただきました

2月6日、
メロン生産組合は
栽培講習会を開催し、
品種・系統別の
栽培管理を
学びました
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